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同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り

本
校
の
教
育
活
動

に
対
し
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
３
月
の
こ
と
で
す
が
、
本
校
同
窓
生

で
も
あ
る
、
現
喜
多
方
市
立
第
三
中
学
校
長

の
長
谷
川
浩
文
氏
か
ら
本
校
に
、「
会
津
中

学
校
資
金
寄
附
金
帳
」
と
題
す
る
古
文
書
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
長
谷
川
氏
の
遠
戚
に
当

た
る
方
の
お
宅
で
発
見
さ
れ
、
金
山
町
中
川

地
区
の
住
民
約
20
名
の
お
名
前
や
寄
付
金
額

が
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
６

月
19
日
付
の
福
島
民
報
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
校
の
前
身
「
私
立
会
津
中
学
校
」
は
ご

存
じ
の
と
お
り
、
戊
辰
戦
争
後
、
灰
燼
に
帰

し
た
会
津
の
中
等
教
育
を
担
う
た
め
、
旧
会

津
藩
士
や
会
津
五
郡
の
人
々
の
寄
付
、
そ
し

て
明
治
天
皇
か
ら
の
御
下
賜
金
等
を
原
資
と

し
て
、
明
治
23
年
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
寄
附
金
帳
」
は
、
当
時
、
会
津
全

域
に
お
い
て
「
会
津
中
学
校
」
の
設
立
に
対

し
て
、
大
き
な
期
待
が
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
京
都
守
護
職
を
務
め
た
旧
会
津

藩
主
松
平
容
保
公
が
、
旧
会
津
藩
士
で
、
維

新
後
、
伊
達
郡
長
な
ど
を
務
め
た
沼
沢
七
郎

　

い
つ
も
同
窓
会

活
動
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。
１
３
５
周
年
に

当
た
り
10
年
ぶ
り

と
な
る
同
窓
会
名
簿
を
発
刊
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
桑
原
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る

名
簿
委
員
会
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
す
で
に
皆
様
の
お
手
元
に
届

い
て
い
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
同

窓
会
活
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

同
窓
会
の
役
割
の
一
つ
に
在
校
生
へ
の
支

援
が
あ
り
ま
す
が
、
全
国
大
会
出
場
者
へ
の

激
励
金
の
贈
呈
な
ど
が
主
な
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
本
年
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
の

陸
上
、
水
泳
、
端
艇
の
各
選
手
を
激
励
い
た

し
ま
し
た
。
加
え
て
今
年
は
一
つ
の
試
み
と

し
て
同
窓
会
と
学
校
と
の
共
催
事
業
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
一
つ
は
６
月
19
日
に
実

施
し
ま
し
た
が
、
会
津
高
校
の
前
身
で
あ
る

会
津
中
学
校
の
創
設
に
尽
力
さ
れ
た
山
川
健

次
郎
博
士
の
曾
孫
に
あ
た
ら
れ
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
の
木
下
健
先
生
に
よ
る
在
校
生
に

向
け
て
の
特
別
授
業
で
す
。
木
下
先
生
か
ら

会
津
高
校
生
に
講
演
を
行
い
た
い
と
の
ご
提

案
を
受
け
た
も
の
で
、
山
川
家
に
伝
わ
る
幕

末
の
開
明
派
と
、
攘
夷
派
と
の
人
物
月
旦
を

含
め
た
興
味
深
い
内
容
に
在
校
生
か
ら
の
質

問
も
相
次
ぎ
、
校
長
室
に
ま
で
質
問
に
来
る

生
徒
ま
で
お
り
会
津
校
生
の
積
極
性
に
授
業

を
行
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
の
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
９
月
30
日
に
開

催
の
予
定
で
す
が
、
在
京
同
窓
会
の
先
輩
か

ら
の
ご
紹
介
を
受
け
、
直
木
賞
作
家
で
会
津

の
歴
史
に
関
す
る
著
書
を
多
数
出
さ
れ
て
い

る
、
中
村
彰
彦
先
生
の
幕
末
に
お
け
る
会
津

藩
の
果
た
し
た
役
割
を
中
心
と
し
た
講
演
会

を
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
６
月
に
斗
南
藩
立
藩
１
５
５
年
祭
交
流
会
、

及
び
１
５
５
年
祭
献
霊
祭
に
招
か
れ
た
の
で
、

会
津
松
平
家
の
十
四
代
様　

十
五
代
様
と
と

も
に
出
席
し
た
の
で
す
が
、
む
つ
の
方
々
の

会
津
へ
の
思
い
は
い
つ
も
感
じ
る
の
で
す
が

大
変
深
い
も
の
で
し
た
。
交
流
会
の
際
に
、

室
井
市
長
が
祝
辞
の
中
で
最
近
の
歴
史
の
教

科
書
よ
り
幕
末
や
戊
辰
戦
争
の
記
述
が
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

会
津
高
校
は
藩
校
日
新
館
の
流
れ
を
く
む
も

の
で
あ
れ
ば
、
教
科
書
以
外
に
も
会
津
の
幕

末
の
歴
史
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
木
下
先
生
、
中
村
先
生
か

ら
の
特
別
授
業
は
、そ
の
絶
好
の
機
会
に
な
っ

た
、
ま
た
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
学
校
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

後
輩
た
ち
の
支
援
を
色
々
な
形
で
行
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

 
会
津
の
歴
史
に
ふ
れ
る
と
い
う
こ
と

　
　

同
窓
会　

会
長

　
　

林　
　

健
幸
（
高
34
回
）

に
宛
て
た
手
紙
が
、
会
津
若
松
市
に
寄
贈
さ

れ
た
と
の
記
事
が
７
月
22
日
付
の
福
島
民
報

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
手
紙
に
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
若
松

城
の
払
い
下
げ
の
件
な
ど
と
も
に
、
会
津
中

学
校
の
開
校
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、「
中
学

校
の
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
寄
付
人

名
簿
冊
を
整
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
上

で
現
金
を
送
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ご
承
知

お
き
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

京
都
守
護
職
と
し
て
、
そ
し
て
藩
主
と
し

て
、
会
津
に
と
っ
て
の
苦
難
の
時
代
の
只
中

に
あ
っ
た
容
保
公
の
脳
裏
に
も
、
維
新
後
、

会
津
に
中
学
校
を
創
設
す
る
と
い
う
テ
ー
マ

が
確
実
に
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
瞠
目
す
べ
き
手

紙
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

本
校
が
こ
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
、
と
い

う
こ
と
は
、
い
ま
、
会
津
高
校
に
関
わ
る

我
々
が
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
本
校
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
「
滅
び
」
か
ら
「
再
生
」
を
見
出
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
し
、「
挫
折
」
か
ら
「
希
望
」

を
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私
た
ち
は
、

そ
の
こ
と
を
自
ら
示
し
て
く
れ
た
偉
大
な
先

人
た
ち
を
自
ら
の
系
譜
に
数
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

私
が
会
津
高
校
生
に
求
め
る
の
は
、
こ
の

歴
史
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ

大
き
な
志
を
抱
い
て
世
界
に
飛
躍
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
会
津
高
校
生
に
は
そ

れ
が
で
き
る
、
そ
う
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
本
校
教
育
に
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

ご
あ
い
さ
つ

　
　

校　

長

　
　

遠
藤　

利
晴
（
高
36
回
）
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令
和
6
年
9
月
8
日
（
日
）、

令
和
6
年
度
会
津
高
等
学
校
同
窓

会
総
会
が
会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
約

１
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
午
前
10
時
30

分
か
ら
母
校
「
や
す
ら
ぎ
の
碑
」

前
に
お
い
て
、
こ
の
一
年
間
に
物

故
さ
れ
た
恩
師
お
よ
び
同
窓
生
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
献
花
式
が

厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
、
総
会
（
12
時
30
分
～
）

　

黙
祷
、
校
歌
斉
唱
、
林
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
母
校
校
長
（
高
36

回
卒
・
遠
藤
利
晴
様
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
（
田
場
川
貴
光
様
）、
会
津

若
松
市
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
事
に
入

り
、
議
長
に
は
当
番
学
年
で
あ
る

高
37
回
卒
の
佐
瀬
順
氏
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
議
事
で
は
、
令
和
5

年
度
の
会
務
報
告
、
会
計
決
算
お

よ
び
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
令
和
6
年
度
の
事
業
計
画
お

よ
び
会
計
予
算
が
提
案
さ
れ
、
こ

れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
で
、
長
年
同
窓
会
の
相

談
役
を
務
め
ら
れ
た
戸
川
稔
朗
氏

（
高
19
回
）
が
令
和
6
年
5
月
に
急
逝
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
会
場
か
ら
哀
悼
の
意

が
表
さ
れ
ま
し
た
。

２
、
記
念
講
演
（
13
時
30
分
～
）

　

高
28
回
卒
の
小
沢
明
弘
氏
（
千
葉
大
学
副

学
長
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
時
代
の
教
育—

千
葉
大
学
の
事
例
か
ら
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
沢

氏
は
、
同
大
学
で
展
開
す
る
積
極
的
な
海
外

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
紹
介
さ
れ
、
参
加

者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

３
、
懇
親
会
（
15
時
15
分
～
）

　

林
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、会
津
若
松
市
長
、

小
熊
衆
議
院
議
員
、
菅
家
衆
議
院
議
員
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
越

在
京
同
窓
会
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
和

や
か
に
祝
宴
が
始
ま
り
、
親
睦
が
深
め
ら
れ

ま
し
た
。
中
締
め

は
北
海
道
同
窓
会

会
長
の
間
宮
正
幸

氏
が
行
い
、
同
窓

会
の
さ
ら
な
る
発

展
と
出
席
者
の
ご

健
勝
を
祈
念
し
て

中
締
め
で
盛
会
裏

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
幹
事
長　

　
　

星　
宏（
高
36
回
）

協
賛
広
告
に
つ
い
て

　

  

の
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
度  

総
会
報
告

　昨年度より、同窓会会報の発刊にあたり協賛広
告を募集いたしました。引き続き募集は行います
ので、誠に恐縮ですが当同窓会活動の一助として
活用させていただきたく、皆様方のご協賛を賜り
たく存じます。卒業生皆様の、あたたかいご協力
を心よりお願い申し上げます。
　今号の 13、14 ページに今回の協賛広告を掲載
しております。ご協賛ありがとうございました。

◆料　　金：15,000 円／年間

◆掲載期間：会報発行より 1 年間
　　　　　　会報＆ HP へ掲載
　（※ 7 月末までに停止のお申し出がない限り
　　  自動継続となります。）

◆申し込み方法：HP または郵送により告知

◆掲載特典：
　ホームページをお持ちの企業様はリンクが
　可能です。

◆お問い合わせ：
　会津高等学校同窓会事務局（会津高等学校内）
　〒 965-0831 福島県会津若松市表町 3 番 1 号
　TEL：0242-28-0211　FAX：0242-28-6680

        

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
↓

《第 55 号編集委員会》
〇委    員    長　　渡部恵未里
〇幹    事    長　　星　　宏
〇校 内 主 任　　鈴木　誠也
〇会　　　計　　本多　克至
〇校内担当者　　齋藤　正志　　
                               斎藤　誠　　
　　　　　　　　越尾　英仁

《印　　　刷》　　有限会社田中印刷
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５
月
５
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
磐
梯
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
「
第
16
回
会
長
杯

ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
１
４
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
団
体
優
勝
は
高

32
回
、
個
人
優
勝
は
山
田
毅
さ
ん
（
高

36
回
）、準
優
勝
は
佐
藤
友
信
さ
ん
（
高

32
回
）
と
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

運
営
幹
事
を
務
め
た
高
校
35
回
の
皆

さ
ん
は
、
入
念
な
準
備
と
運
営
で
大
会

を
滞
り
な
く
成
功
へ
導
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

表
彰
式
は
中
の
島
会
館
で
約

１
３
０
名
が
出
席
し
、
多
く
の
企
業

協
賛
に
よ
る
豪
華
賞
品
が
参
加
者
ほ

ぼ
全
員
に
進
呈
さ
れ
、
会
場
は
大
盛

況
。
ま
た
、
当
日
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ

テ
ィ41,193

円
は
母
校
へ
寄
付
し

ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
同
窓
会
ゴ

ル
フ
部
会
が
運
営
を
引
き
継
ぎ
、
さ

ら
な
る
親
睦
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

星　
宏(

高
36
回)

 
第
16
回　
会
津
高
校
同
窓
会

　
　
「 

会
長
杯 

」
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ  

開
催

 

趣
向
を
凝
ら
し
た
表
彰
式
で
大
盛
況
！

◆ 

日　
時　
２
０
２
５
年
５
月
５
日（
月・祝
）

◆ 

場　
所　
会
津
磐
梯
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

◆ 

天　
候　
晴
れ

◆ 

参
加
数　
１
４
７
名

※同窓会ホームページにもこの他写真を掲載しております。

個人の部 団体の部
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囲
碁
・
将
棋
大
会
は
喜
多
方
市
の「
北

の
森
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
伊
藤
陽

一
さ
ん
（
高
25
回
）
が
設
立
さ
れ
た
サ

ロ
ン
で
、
設
備
と
雰
囲
気
が
抜
群
に
良

く
用
具
の
借
用
な
く
実
施
で
き
る
事
で

あ
り
が
た
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
若
松
か
ら
は
遠
路
の
た
め

ご
年
輩
の
方
は
お
出
か
け
が
困
難
に
な

ら
れ
た
様
子
で
残
念
で
す
。
今
後
も
継

続
し
ま
す
の
で
、
相
乗
り
等
で
多
数
の

ご
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
囲
碁
大
会
に
つ
い
て

　

ご
高
齢
の
方
が
減
少
し
た
と
は
言

え
、
例
年
通
り
平
出
さ
ん
（
高
３
回
）、

穴
沢
さ
ん
（
高
５
回
）、稲
田
さ
ん
（
高

７
回
）
達
90
才
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
が
大

会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

最
若
年
は
鈴

※木
さ
ん
（
高
46
回
）
で
白

河
か
ら
の
参
加
で
し
た
。

　

大
会
は
Ａ
・
Ｂ
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け

夫
々
、
５
回
戦
を
や
り
一
部
の
人
に
交

流
戦
を
入
れ
ま
し
た
が
好
評
で
し
た
。

　

因
み
に
、
会
高
は
囲
碁
部
は
無
い
の

で
『
高
校
囲
碁
将
棋
選
手
権
大
会
』
等

へ
は
一
本
釣
り
で
の
参
加
で
し
た
。
そ

の
昔
、
県
大
会
団
体
戦
・
個
人
戦
優
勝

し
、
全
国
大
会
へ
６
回
出
場
。
あ
る
年

全
国
５
位
入
賞
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

一
人
が
前
述
の
鈴

※木
さ
ん
（
高
46
回
）

で
し
た
。

　
　
　

              

千
葉　
宏
（
高
８
回
）

　
将
棋
大
会
に
つ
い
て

　

今
年
の
参
加
者
は
例
年
よ
り
少
な
め

で
し
た
。
試
合
は
Ａ
・
Ｂ
２
グ
ル
ー
プ

に
分
け
る
に
当
た
り
こ
こ
数
年
似
た
よ

う
な
結
果
に
な
っ
た
の
で
今
後
は
「
分

け
方
」
及
び
「
ル
ー
ル
」
を
若
干
見
直

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
猪
俣
さ
ん
（
高
30
回
）

は
３
月
の
県
大
会
で
３
位
入
賞
の
快
挙

で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

三
星
恵
介(

高
30
回)

 

会
津
高
校
同
窓
会
「
会
長
杯
」　

第
14
回
囲
碁
・
第
12
回
将
棋
大
会
開
催

 開催は今後も継続いたします！ぜひご参加ください！
◆ 

日　
時　
２
０
２
５
年
５
月
５
日（
月・祝
）

◆ 

場　
所　
北
の
森
（
喜
多
方
市
）

◆ 

天　
候　
晴
れ

◆ 

参
加
数　
27
名(

囲
碁
19
名
・
将
棋
8
名)

【【囲囲碁碁のの部部】】

　　AAググルルーーププ((四四段段以以上上))　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BBググルルーーププ((三三段段以以下下))

優優勝勝    鈴木　仁孝　　　　高46回　　　　　　　　優優勝勝    渡部　正範　　　　高20回

２２位位    川島　道雄　　　　高18回　　　　　　　　２２位位    穴沢卯三郎　　　　高 5 回

３３位位    皆川　義男　　　　高19回　　　　　　　　３３位位    佐藤　紘一　　　　高13回

４４位位    大森　茂光　　　　高18回　　　　　　　　４４位位    鈴木　良助　　　　高13回

５５位位    稲田　盛夫　　　　高 7 回　　　　　　　　５５位位    戸川　兼一　　　　高20回

【【将将棋棋のの部部】】

　　AAググルルーーププ（（有有段段者者））　　　　                                                              BBググルルーーププ（（級級位位者者））

優優勝勝    佐竹　貞夫　　　　高27回　　　  　　　　優優勝勝    安田　  茂　　　　  高19回

２２位位    猪俣　健二　　　　高30回　　　  　　　　２２位位    神山　広志　　　　高20回

３３位位    三星　恵介　　　　高30回　　　  　　　　３３位位    白井　章夫　　　　高28回
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令和6年度 　会務報告　（R6年7月1日～R7年6月30日）
年 日　　時 事　　　　　　業 場　　所　　等

6 7月18日(木) 会計監査 母校

7月22日(月) 河東支部総会 おおた

7月26日(金) 坂下支部総会 坂下給食センター

7月28日(金) 南会津支部総会 丸山館

8月1日(木)
アジア杯、インターハイ全国大会出場　水泳部、端艇部
激励金進呈

母校

8月3日(土) 第1回定例幹事会/役員会 中の島

9月8日(日) 令和6年度同窓会総会 ワシントンホテル

〃 物故会員追悼慰霊祭 母校やすらぎの碑

〃 同窓会報第54号発行・発送

9月23日(月) 戊辰殉難者秋季祭典 阿弥陀寺、長命寺

9月24日(火) 白虎隊士秋季墓前祭 飯盛山

10月1日(火) 会津高校県職員親睦会 福島市杉妻会館

10月23日(水) 合唱部全国大会出場激励金進呈 母校

10月30日(水) 会津高校合唱団による校歌ＣＤ収録 母校

11月6日(水) 学而ホール雨漏り修繕支払い

11月9日(土) 関西同窓会総会 プリムローズ大阪

11月9日(土) 湯川支部総会 塩川町　丸市

11月17日(土) 塩川支部総会 塩川町　粋旬

11月22日(金) 河東支部総会蕎麦会 おおた

11月23日(土) 猪苗代支部総会 猪苗代町　リステル猪苗代

7 1月30日(木) 役員会 中の島会館

3月1日(土) 第77回 卒業式､卒業祝賀会、会長杯各大会案内発送 母校、記念品贈呈

3月25日(火) 母校離任者送別会 ホテルニューパレス

4月8日(火) 令和7年度 入学式 母校

4月23日(水) 戊辰殉難者春季祭典 阿弥陀寺、長命寺

4月24日(木) 白虎隊士春季墓前祭 飯盛山

4月26日(木) 母校着任者歓迎会 中の島

5月5日(月) 第16回ゴルフ大会 会津磐梯ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ、中の島

〃 第14回囲碁大会、第12回将棋大会 喜多方　北の森　中の島

5月10日(土) 会津美里支部総会 美里町　割烹宮廼

5月18日(日) 北海道同窓会総会 札幌サンプラザ

5月24日(土) 第2回定例幹事会/役員会 中の島

6月1日(日) 在京同窓会 上野精養軒

6月19日(土) 木下健氏による特別授業 母校
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令和７年度 　事 業 計 画　　（R７年７月１日～ R８年６月 30 日）

令和７年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★印　実施済　　 令和８年　　　　　　　　　　　　　　
令和７年度 　事 業 計 画 (案)　（R7年7月1日～R8年6月30日）

年 日　　時 事　　　　　　業 場　　所　　等

7 7月1日(火) 会津高校県職員親睦会★ 福島市杉妻会館

7月8日(火) 会報委員会★ 母校

7月18日(木) 会計監査★ 母校

7月22日(火) 河東支部総会★ おおた

〃 陸上部全国大会出場激励金進呈★ 母校

未定 南会津支部総会 丸山館

8月8日(金) 第1回定例幹事会/役員会★ 中の島

8月22日(金) 坂下支部総会★ 坂下給食センター

9月7日(日) 令和7年度同窓会総会 ワシントンホテル

〃 物故会員追悼慰霊祭 母校やすらぎの碑

〃 同窓会報第55号発行・発送

9月23日(火) 戊辰殉難者秋季祭典 阿弥陀寺、長命寺

9月24日(火) 白虎隊士秋季墓前祭 飯盛山

9月29日(月) 中村彰彦氏による特別授業 母校

未定 市役所職員同窓会総会

11月上旬 下郷支部総会

11月上旬 関西同窓会総会 プリムローズ大阪

11月中旬 湯川支部総会 塩川町　粋旬

11月中旬 塩川支部総会 塩川町　粋旬

11月23日(日) 猪苗代支部総会 猪苗代町　リステル猪苗代

12月中旬 役員会 未定

8 １月中旬 役員会 未定

3月1日(土) 第78回 卒業式､会長杯各大会案内発送 母校、記念品贈呈

下　旬 母校離任者送別会

4月8日(水) 令和8年度 入学式 母校

4月23日(木) 戊辰殉難者春季祭典 阿弥陀寺、長命寺

4月24日(金) 白虎隊士春季墓前祭 飯盛山

4月下旬 母校着任者歓迎会 中の島

4月下旬 会津美里支部総会 美里町　割烹宮廼

5月5日(火) 第17回ゴルフ大会 会津磐梯ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ、中の島

〃 第15回囲碁大会、第13回将棋大会 喜多方　北の森　中の島

5月中旬 北海道同窓会総会 札幌サンプラザ

5月下旬 会報委員会

5月下旬 第2回定例幹事会 中の島

未定 中部地区同窓会総会 名古屋

★印　実施済

令和７年度 　事 業 計 画 (案)　（R7年7月1日～R8年6月30日）
年 日　　時 事　　　　　　業 場　　所　　等

7 7月1日(火) 会津高校県職員親睦会★ 福島市杉妻会館

7月8日(火) 会報委員会★ 母校

7月18日(木) 会計監査★ 母校

7月22日(火) 河東支部総会★ おおた

〃 陸上部全国大会出場激励金進呈★ 母校

未定 南会津支部総会 丸山館

8月8日(金) 第1回定例幹事会/役員会★ 中の島

8月22日(金) 坂下支部総会★ 坂下給食センター

9月7日(日) 令和7年度同窓会総会 ワシントンホテル

〃 物故会員追悼慰霊祭 母校やすらぎの碑

〃 同窓会報第55号発行・発送

9月23日(火) 戊辰殉難者秋季祭典 阿弥陀寺、長命寺

9月24日(火) 白虎隊士秋季墓前祭 飯盛山

9月29日(月) 中村彰彦氏による特別授業 母校

未定 市役所職員同窓会総会

11月上旬 下郷支部総会

11月上旬 関西同窓会総会 プリムローズ大阪

11月中旬 湯川支部総会 塩川町　粋旬

11月中旬 塩川支部総会 塩川町　粋旬

11月23日(日) 猪苗代支部総会 猪苗代町　リステル猪苗代

12月中旬 役員会 未定

8 １月中旬 役員会 未定

3月1日(土) 第78回 卒業式､会長杯各大会案内発送 母校、記念品贈呈

下　旬 母校離任者送別会

4月8日(水) 令和8年度 入学式 母校

4月23日(木) 戊辰殉難者春季祭典 阿弥陀寺、長命寺

4月24日(金) 白虎隊士春季墓前祭 飯盛山

4月下旬 母校着任者歓迎会 中の島

4月下旬 会津美里支部総会 美里町　割烹宮廼

5月5日(火) 第17回ゴルフ大会 会津磐梯ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ、中の島

〃 第15回囲碁大会、第13回将棋大会 喜多方　北の森　中の島

5月中旬 北海道同窓会総会 札幌サンプラザ

5月下旬 会報委員会

5月下旬 第2回定例幹事会 中の島

未定 中部地区同窓会総会 名古屋

★印　実施済
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令
和
７
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
は
５
月
18
日(

日)

に
「
会
女

北
海
道
同
窓
生
の
集
い
」
と
併
せ
て
札
幌
市
北
区
の
札
幌
サ
ン
プ

ラ
ザ
で
開
き
ま
し
た
。
出
席
者
は
会
高
11
人
、
会
女
６
人
と
少
数

な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
の
北
大
入
学
者
と
な
っ
た
堀
陽
人
さ
ん
（
高

76
回
）
の
参
加
が
会
員
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
会
津
か
ら
は
初
参
加

の
遠
藤
利
晴
校
長
と
、
す
っ
か
り
お
馴
染
み
と
な
っ
た
星
宏
同
窓

会
幹
事
長
が
列
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
講
演
会
講
師
に
は
、
札
幌
市
内
で
水
泳
ス
ク
ー
ル

コ
ー
チ
を
務
め
る
鈴
木
明
博
副
会
長
（
高
21
回
）
の
計
ら
い
で
、

マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
11
種
目
の
日
本
記
録
を
持
ち
94
歳
に
し
て
な

お
泳
ぎ
続
け
て
い
る
堀
居
愛
子
さ
ん
（
札
幌
市
）
を
招
き
「
55

歳
か
ら
の
水
泳
」
と
題
し
て
健
康
と
水
泳
、
長
寿
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
く
懇
親
会
で
は
、
お

土
産
に
い
た
だ
い
た
古
里

会
津
の
銘
酒
を
味
わ
い
な

が
ら
会
話
を
弾
ま
せ
ま
し

た
。
宴
の
締
め
く
く
り
に

は
、
母
校
の
第
72
代
特
別

応
援
団
長
を
務
め
た
と
い

う
堀
さ
ん
が
校
歌
、
応
援

歌
の
音
頭
を
取
り
、
大
い
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
回
令
和
８
年
の
総

会
・
懇
親
会
は
５
月
23
日

(

土)

に
札
幌
サ
ン
プ
ラ

ザ
で
開
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
を
中
心
と
し
た
活
動
状
況
を
紹
介
す
る
。
管
家
大
幸
会

長
の
下
、
総
会
、
懇
談
会
、
散
策
会
、
他
会
と
の
交
流
等
の
行
事
が

滞
り
な
く
行
わ
れ
た
。

（
１
）
第
32
回
総
会

　

令
和
６
年
11
月
９
日
、
会
員
13
名
、
ご
来
賓
６
名
の
参
加
を
得
て

開
催
。
ス
ピ
ー
チ
を
斎
藤
典
男
さ
ん（
高
23
回
）に
お
願
い
し
、「
や
っ

て
ら
れ
る
か
、
こ
ん
な
も
ん
！
」
と
題
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
験

の
数
々
を
興
味
深
く
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
多
忙
な
中
、
会
津
よ
り

遠
い
大
阪
ま
で
お
越
し
い
た
だ
い
た
遠
藤
利
晴
校
長
、
林
健
幸
同
窓

会
会
長
、
星
宏
同
窓
会
幹
事
長
に
は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
大
越
康
弘
在
京
同
窓
会
会
長
、
林
誠
三
郎
中
部
地
区
同
窓
会

会
長
、
新
田
弘
美
会
津
女
子
・
葵
高
校
同
窓
会
関
西
支
部
支
部
長
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
貴
重
な
お
話
や
今
後
の
運
営
の
ヒ
ン
ト
を
ご

披
露
い
た
だ
い
た
こ
と
は
感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
）
散
策
会

　

令
和
６
年
３
月
、
５
月
、
11
月
、

平
成
７
年
３
月
に
実
施
。
奈
良
・

奈
良
町
国
宝
巡
り
、
室
生
寺
、
京

都
・
平
安
神
宮
・
南
禅
寺
な
ど
へ

の
名
所
散
策
を
実
施
。

（
３
）
定
例
懇
談
会
、
在
京
同
窓

会
と
の
交
流
会
、
他

　

年
４
回
の
懇
談
会
を
実
施
。

10
月
16
日
、
在
京
同
窓
会
の
「
会

津
歴
史
探
訪
の
旅
」
で
の
京
都

滞
在
に
合
わ
せ
、
交
流
の
機
会

を
得
た
。
活
発
な
在
京
同
窓
会

の
活
動
を
目
の
あ
た
り
に
し
、

大
い
に
刺
激
を
い
た
だ
い
た
（
６

名
参
加
）。
11
月
、
黒
谷
で
の
剣

舞
奉
納
式
に
立
ち
合
う
。

（
４
）
今
後
の
活
動
予
定
、
そ
の
他

　

会
員
の
高
齢
化
、
参
加
者
減

少
は
必
至
で
、
今
後
の
運
営
体

制
や
行
事
の
在
り
方
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
総
会
は
６
月
１
日(
日)
11
時
か
ら
上
野
精
養
軒
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
４
月
下
旬
の
開
催
で
し
た
が
、
新
入
学
生
を
含
む
学
生
・
院
生
の
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、
初
め
て
こ
の
時
期
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
昨
年
よ
り
も
多
い
１
２
７
名
（
同

窓
生
、
来
賓
、
学
生
含
む
）
が
参
集
し
ま
し
た
。
今
回
は
同
窓
会
執
行
役
員
・
事
務
局
に
加
え
、

高
校
50
回
卒
の
長
谷
川
真
也
氏
が
総
会
担
当
学
年
幹
事
と
し
て
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。
第
１

部
の
総
会
は
窪
田
茂
副
幹
事
長
の
司
会
進
行
で
開
会
挨
拶
に
続
い
て
校
歌
斉
唱
に
移
り
ま
し

た
。
今
年
は
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
目
黒
雅
之
氏
（
高
33
回
）
の
リ
ー
ド
に
続
き
、
声
高
ら
か
に
斉
唱

い
た
し
ま
し
た
。大
越
会
長
の
ご
挨
拶
と
母
校
校
長
の
遠
藤
利
晴
氏（
高
36
回
）の
ご
挨
拶
の
後
、

議
事
は
①
令
和
６
年
度
会
務
報
告
、
②
会
計
報
告
・
監
査
報
告
、
③
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画

案
・
予
算
案
、
④
役
員
改
選
案
並
び
に
会
則
一
部
改
正
案
が
提
案
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会

の
挨
拶
で
総
会
を
終
了
し
、
第
２
部
に
入
り
長
谷
川
真
也
氏
（
高
50
回
）
の
司
会
進
行
で
、
佐

藤
一
央
氏
（
高
25
回
）「
短
歌
と
私
～
ふ
る
さ
と
に
育
ま
れ
、
今
～
」
と
題
す
る
テ
ー
マ
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
、
１
月
下
旬
に
皇
居
・
宮
殿
で
開
か
れ
る
「
歌
会
始
の
儀
」

に
は
全
国
か
ら
１
万
５
～
６
千
首
が
寄
せ
ら
れ
、そ
の
う
ち
の
10
首
が
選
歌
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

佐
藤
講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
松
外
国
人
こ
ど
も
教
育
支
援
協
会
副
理
事
長
と
し
て
活
動
さ
れ
て

お
り
、
今
年
の
お
題
「
夢
」
に
絡
め
て
詠
ん
だ
句
“
十
週
の
日
本
語
教ク

ラ
ス
を

室
了
へ
し
子
は　

ひ
ら

が
な
の
み
で
夢
を
語
れ
り
”
が
初
入
選
さ
れ
、「
歌
会
始
の
儀
」
披
講
の
様
子
を
動
画
・
資
料

を
交
え
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
聴
講
す
る
同
窓
生
に
と
っ
て
、
初
め
て
知
る
「
歌
会

始
の
儀
」
の
詳
細
は
大
変
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
第
３
部
の
懇
親
会
も
長
谷
川

真
也
氏
（
高
50
回
）
の
進
行
で
来
賓
の
方
々
の
紹
介
、
市
長
代
理
の
会
津
若
松
市
教
育
長
・
寺

木
誠
伸
氏(

高
28
回)

に
よ
る
祝
辞
、
祝
電
披
露
の
後
、
７
名
の
新
入
学
生
を
含
む
学
生
・
大

学
院
生
26
名
の
紹
介
に
移
り
ま
し
た
。
地
元
同
窓
会
会
長
の
林
健
幸
氏
（
高
34
回
）
の
ご
発
声

に
よ
る
、
会
津
清
酒
の
乾
杯
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
50
回
卒
以
降
の
若
手
が
昨

年
よ
り
も
５
名
多
い
12
名
も
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
と
、各
テ
ー
ブ
ル
で
行
き
来
で
き
る
よ
う
、

椅
子
だ
け
の
席
を
設
け
た
こ
と
も
あ
り
、
世
代
を
超

え
た
よ
り
深
い
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
宴
た
け
な

わ
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
中
締

め
前
の
学
而
会
歌
・
凱
旋
歌
斉
唱
の
時
間
と
な
り
、

応
援
団
Ｏ
Ｂ
目
黒
雅
之
氏(

高
33
回)

の
リ
ー
ド
で
、

学
而
会
歌
・
凱
旋
歌
を
熱
唱
い
た
し
ま
し
た
。
中
締

め
の
前
に
８
年
間
の
長
き
に
亘
り
、
会
長
職
を
務
め

て
こ
ら
れ
、
役
員
改
選
を
機
に
退
任
さ
れ
た
大
越
康

弘
・
前
会
長
に
佐
藤
学
・
新
会
長
か
ら
感
謝
を
込
め

た
花
束
贈
呈
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
廣
田
潔
・

新
副
会
長(

高
19
回)

が
、
来
年
の
再
会
を
祈
念
し

て
の
手
拍
子
に
よ
る
中
締
め
で
懇
親
会
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
来
年
度
は
【
令
和
８
年
５
月
30
日(

土)

11
時
～
上
野
精
養
軒
】
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

活
動
報
告

令
和
７
年
度
在
京
会
高
同
窓
会
総
会
を
開
催

活
動
状
況

  　
　
３
地
区
か
ら
の
報
告 

目黒雅之氏リードによる凱旋歌斉唱（上野精養軒）

第
32
回
総
会
参
加
者
一
同

記
念
写
真
に
収
ま
る
会
中
・
会
高

北
海
道
同
窓
会
の
参
加
者
た
ち 幹

事
長　

髙
橋　
孝
一
（
高
22
回
）

幹
事
長　

鈴
木　
忠
正
（
高
15
回
）

幹
事
長　

加
藤　
賢
一
（
高
22
回
）

 
在
京
同
窓
会

 

関
西
同
窓
会

 

北
海
道
同
窓
会
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令
和
７
年
度
総
会
は
６
月
１
日(

日)

11
時
か
ら
上
野
精
養
軒
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
４
月
下
旬
の
開
催
で
し
た
が
、
新
入
学
生
を
含
む
学
生
・
院
生
の
参
加
を
促
進
す
る
た

め
、
初
め
て
こ
の
時
期
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
昨
年
よ
り
も
多
い
１
２
７
名
（
同

窓
生
、
来
賓
、
学
生
含
む
）
が
参
集
し
ま
し
た
。
今
回
は
同
窓
会
執
行
役
員
・
事
務
局
に
加
え
、

高
校
50
回
卒
の
長
谷
川
真
也
氏
が
総
会
担
当
学
年
幹
事
と
し
て
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。
第
１

部
の
総
会
は
窪
田
茂
副
幹
事
長
の
司
会
進
行
で
開
会
挨
拶
に
続
い
て
校
歌
斉
唱
に
移
り
ま
し

た
。
今
年
は
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
目
黒
雅
之
氏
（
高
33
回
）
の
リ
ー
ド
に
続
き
、
声
高
ら
か
に
斉
唱

い
た
し
ま
し
た
。大
越
会
長
の
ご
挨
拶
と
母
校
校
長
の
遠
藤
利
晴
氏（
高
36
回
）の
ご
挨
拶
の
後
、

議
事
は
①
令
和
６
年
度
会
務
報
告
、
②
会
計
報
告
・
監
査
報
告
、
③
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画

案
・
予
算
案
、
④
役
員
改
選
案
並
び
に
会
則
一
部
改
正
案
が
提
案
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会

の
挨
拶
で
総
会
を
終
了
し
、
第
２
部
に
入
り
長
谷
川
真
也
氏
（
高
50
回
）
の
司
会
進
行
で
、
佐

藤
一
央
氏
（
高
25
回
）「
短
歌
と
私
～
ふ
る
さ
と
に
育
ま
れ
、
今
～
」
と
題
す
る
テ
ー
マ
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
、
１
月
下
旬
に
皇
居
・
宮
殿
で
開
か
れ
る
「
歌
会
始
の
儀
」

に
は
全
国
か
ら
１
万
５
～
６
千
首
が
寄
せ
ら
れ
、そ
の
う
ち
の
10
首
が
選
歌
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

佐
藤
講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
松
外
国
人
こ
ど
も
教
育
支
援
協
会
副
理
事
長
と
し
て
活
動
さ
れ
て

お
り
、
今
年
の
お
題
「
夢
」
に
絡
め
て
詠
ん
だ
句
“
十
週
の
日
本
語
教ク

ラ
ス
を

室
了
へ
し
子
は　

ひ
ら

が
な
の
み
で
夢
を
語
れ
り
”
が
初
入
選
さ
れ
、「
歌
会
始
の
儀
」
披
講
の
様
子
を
動
画
・
資
料

を
交
え
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
聴
講
す
る
同
窓
生
に
と
っ
て
、
初
め
て
知
る
「
歌
会

始
の
儀
」
の
詳
細
は
大
変
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
第
３
部
の
懇
親
会
も
長
谷
川

真
也
氏
（
高
50
回
）
の
進
行
で
来
賓
の
方
々
の
紹
介
、
市
長
代
理
の
会
津
若
松
市
教
育
長
・
寺

木
誠
伸
氏(

高
28
回)

に
よ
る
祝
辞
、
祝
電
披
露
の
後
、
７
名
の
新
入
学
生
を
含
む
学
生
・
大

学
院
生
26
名
の
紹
介
に
移
り
ま
し
た
。
地
元
同
窓
会
会
長
の
林
健
幸
氏
（
高
34
回
）
の
ご
発
声

に
よ
る
、
会
津
清
酒
の
乾
杯
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
50
回
卒
以
降
の
若
手
が
昨

年
よ
り
も
５
名
多
い
12
名
も
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
と
、各
テ
ー
ブ
ル
で
行
き
来
で
き
る
よ
う
、

椅
子
だ
け
の
席
を
設
け
た
こ
と
も
あ
り
、
世
代
を
超

え
た
よ
り
深
い
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
宴
た
け
な

わ
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
中
締

め
前
の
学
而
会
歌
・
凱
旋
歌
斉
唱
の
時
間
と
な
り
、

応
援
団
Ｏ
Ｂ
目
黒
雅
之
氏(

高
33
回)

の
リ
ー
ド
で
、

学
而
会
歌
・
凱
旋
歌
を
熱
唱
い
た
し
ま
し
た
。
中
締

め
の
前
に
８
年
間
の
長
き
に
亘
り
、
会
長
職
を
務
め

て
こ
ら
れ
、
役
員
改
選
を
機
に
退
任
さ
れ
た
大
越
康

弘
・
前
会
長
に
佐
藤
学
・
新
会
長
か
ら
感
謝
を
込
め

た
花
束
贈
呈
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
廣
田
潔
・

新
副
会
長(

高
19
回)

が
、
来
年
の
再
会
を
祈
念
し

て
の
手
拍
子
に
よ
る
中
締
め
で
懇
親
会
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
来
年
度
は
【
令
和
８
年
５
月
30
日(

土)

11
時
～
上
野
精
養
軒
】
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
各
支
部
か
ら
の
報
告 

 

塩
川
支
部

 

下
郷
支
部

　

令
和
６
年
度
の
塩
川
支
部
総
会
に
つ

き
ま
し
て
は
、
11
月
16
日
喜
多
方
市
塩

川
町
の
「
粋
旬
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
同
窓
会
本
部
か
ら
林
健
幸

会
長
、
星
宏
幹
事
長
、
五
十
嵐
浩
幸
監

事
、
学
校
か
ら
は
遠
藤
利
晴
会
津
高
等

学
校
長
、
隣
接
の
湯
川
支
部
か
ら
吉
田

誠
一
支
部
長
を
お
迎
え
し
、
支
部
会
員

17
名
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
津
高
校
の
校
歌
を
斉
唱
し
、
山
ノ

内
壽
太
郎
支
部
長
の
挨
拶
、
林
健
幸
同

窓
会
長
、
遠
藤
利
晴
学
校
長
及
び
吉
田

誠
一
湯
川
支
部
長
の
来
賓
祝
辞
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
令
和
６

年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
が
原
案
の
と

お
り
承
認
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
本
年
度
入
学
の
新
入

生
７
名
に
対
し
て
、
支
部
長
か
ら
祝
福

と
激
励
を
兼
ね
る
記
念
品
（
図
書
カ
ー

　

下
郷
支
部
で
は
、
以
前
は
親
睦
会
、

役
員
会
、
総
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
以
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
合
へ

の
出
席
者
が
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
役
員
と
事
務
局
と
で
日

程
を
調
整
し
て
、
同
一
日
程
で
開
催
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
総
会
は
、
11
月
９
日

（
土
）
第
8
回
下
郷
支
部
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
終
了
後
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

で
は
役
員
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
、
支
部

長
に
佐
藤
仁
夫
（
高
22
回
）、
副
支
部

長
に
玉
川
邦
夫
（
高
22
回
）
が
再
任
、

同
じ
く
副
支
部
長
に
湯
田
恒
弥
（
高
23

回
）
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了

後
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
表
彰
式
と

懇
親
会
を
行
い
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
り
ま
し
た
。
出
席
者
が
限
定
的
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
新
し
い
参
加
者
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

す
。

　

ま
た
、
毎
年
6
月
に
は
学
校
を
訪
問

し
、
新
入
生
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
「
新
入
生
激
励
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

幹
事
長　

 

　
　
　
　
　

湯
田
嘉
朗
（
高
22
回
）

ド
）
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
新
入
生
か
ら

は
今
後
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
参
加

者
全
員
に
よ
る
記
念
撮
影
の
後
、
懇
親

会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
懇
親
会
で
相
互
の
親
睦
を
深
め
合
い

な
が
ら
、
有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
　

  

幹
事
長　

 

筒
井
弘（
高
25
回
）

 

河
東
支
部

　

第
43
回
支
部
総
会
は
、
７
月
22
日
広

田
駅
前
「
お
お
た
や
」
に
於
い
て
、
同

窓
会
よ
り
、
林
会
長
、
星
幹
事
長
、
学

校
か
ら
緑
川
教
頭
先
生
を
お
迎
え
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
物
故
者
へ
の
黙
祷
を
行
い
、

校
歌
の
斉
唱
に
続
い
て
支
部
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
恒
例
の
事
業
と
な
っ
て
い
る

河
東
学
園
の
合
格
者
へ
の
記
念
品
は
同

窓
会
事
務
局
の
丸
山
先
生
を
通
し
て
遠

藤
校
長
よ
り
６
名
の
卒
業
生
に
贈
呈
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
総
会
に
入
り
、
議
長
に
は
高

31
回
卒
の
内
山
嘉
昭
さ
ん
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
や

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
年
会

費
の
増
額
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
来

年
度
の
決
算
状
況
を
鑑
み
て
審
議
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
令
和
７
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
が
満
場
の
賛
同
を
得
て

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
に
移
り
、
高

12
回
卒
の
東
海
林
信
一
郎
先
輩
の
発
声

に
て
乾
杯
で
始
ま
り
、
近
況
な
ど
を
報

告
し
合
い
、
散
会
し
ま
し
た
。

    　
　
　

支
部
長　

 

　
　
　
　
吉
田
恵
一
（
高
20
回
）

　

５
月
20
日
（
火
）、
会
津
高
校
校
長

室
に
て
、
河
東
学
園
中
か
ら
の
新
入
生

６
名
の
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遠

藤
利
晴
校
長
先
生
よ
り
、
吉
田
恵
一
河

東
支
部
支
部
長
か
ら
の
激
励
文
が
読
み

上
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
に
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　
　
代
筆・事
務
局　

丸
山
弘
樹
（
高
38
回
）

賛同を得て総会を終了した（おおたや）

 

会
津
美
里
支
部

（
一
）
令
和
６
年
度
支
部
総
会

　

５
月
18
日
（
土
）
町
内
の
宮
廼
で
開

催
。林
会
長
、小
池
・
安
部
井
両
副
会
長
、

遠
藤
校
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
23
人

の
会
員
が
参
加
し
た
。
昨
年
度
事
業
報

告
・
会
計
決
算
報
告
、
今
年
度
事
業
計

画
（
案
）・
予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ

可
決
さ
れ
た
。
総
会
後
、
遠
藤
校
長
よ

り
「
会
津
高
校
の
現
状
と
課
題
」
と
題

す
る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
懇

親
会
を
開
催
し
た
。

（
二
）
新
入
生
激
励
会

　

８
月
26
日
（
月
）
の
昼
休
み
、
遠
藤

校
長
の
同
席
の
も
と
母
校
校
長
室
に
て

開
催
。
町
内
出
身
の
新
入
生
12
名
を
激

励
し
、
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
た
。
支

部
会
長
と
副
会
長
の
四
名
が
出
席
し
た
。

（
三
）
支
部
会
報 

の
発
行

　

10
月
１
日
、
会
報
「
天
鼓
」
第
26
号

を
発
行
し
、
同
窓
会
報
54
号
と
と
も
に

会
員
百
余
名
に
配
布
し
た
。

（
四
）
芋
煮
会

　

11
月
16
日
（
土
）、
町
内
に
ん
じ
ん

湯
吹
上
荘
に
て
開
催
。
会
員
20
人
が
参

加
し
、
親
睦
を
深
め
た
。

　

幹
事
長　

田
中
隆
史
（
高
31
回
）

12 名の新入生を激励。図書カードを贈呈した

本年度新入生も参加。今後の抱負を発表した（粋旬）本年度新入生も参加。今後の抱負を発表した（粋旬）



10

　

令
和
６
年
10
月
13
日(

日)

東
山

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
会
津
高
等
学
校

29
回
生
の
同
級
会
総
会
が
行
わ
れ
た
。

前
回
、
還
暦
を
祝
っ
て
開
か
れ
た
同

級
会
か
ら
６
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
る
。

い
つ
も
は
３
か
月
ご
と
に
開
か
れ
て

い
る
同
級
会
だ
が
、
還
暦
に
開
催
さ

れ
た
総
会
の
時
、
５
年
後
の
再
開
を

誓
っ
て
別
れ
て
か
ら
の
総
会
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
引
き
伸
ば
さ

れ
て
一
年
遅
れ
の
開
催
と
な
っ
た
。

有
志
17
名
は
早
朝
７
時
30
分
か
ら
会

津
磐
梯
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル

フ
を
楽
し
ん
で
か
ら
の
参
加
で
あ
る
。

　

出
席
者
は
宿
泊
40
名
、
日
帰
り
10

名
で
あ
っ
た
。
毎
回
総
会
に
ご
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
３
年
６
組
の
担
任

だ
っ
た
佐
藤
隆
夫
先
生
と
、
副
担
任

だ
っ
た
渡
部
佐
吉
先
生
に
ご
参
加
い

た
だ
け
た
。
渡
部
先
生
は
初
め
て
の

ご
参
加
で
、
我
々
が
高
校
を
卒
業
し

て
以
来
の
再
開
で
、
初
々
し
い
副
担

任
で
我
々
の
兄
貴
分
で
あ
っ
た
頃
の

思
い
出
に
幾
多
の
人
生
を
重
ね
た
お

姿
で
あ
っ
た
。
変
貌
と
い
え
ば
我
々

の
ほ
う
が
断
然
上
と
言
え
る
の
だ
が
。

　

前
回
か
ら
６
年
で
残
念
な
が
ら
６

名
の
同
級
生
が
物
故
と
な
っ
て
お
り
、

会
の
初
め
に
彼
ら
に
黙
と
う
が
さ
さ

げ
ら
れ
た
。

　

66
歳
を
迎
え
る
同
級
生
で
あ
り
、

皆
す
で
に
定
年
を
迎
え
て
い
る
も
の

も
多
く
、
現
在
の
生
活
状
況
を
語
り
合
っ
た
り
し
て
、
大
げ
さ
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
に
こ
れ
か
ら
の
生
き
る
力
を
得
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
同
級
会
の
際
に

一
つ
異
変
が
あ
っ
た
。
い
つ
も
は
元
気
で
に
ぎ
や
か
な
同
級
生
が
や
た
ら
と
静
か

で
あ
る
。
ゴ
ル
フ
の
最
中
も
静
か
す
ぎ
た
よ
う
で
、
離
れ
た
席
の
同
級
生
か
ら
も

心
配
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。
庶
務
と
し
て
同
級
会
を
仕
切
っ
て
く
れ
て
い
た
遠

藤
剛
君
（
え
ん
ど
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
が
、
同
級
会
の
途
中
で
彼
を
竹
田
綜
合

病
院
に
連
れ
て
ゆ
き
、
診
断
を
う
け
て
、
関
東
に
住
む
奥
さ
ん
に
連
絡
を
取
っ
て

段
取
り
を
つ
け
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
。

　

次
回
は
関
東
支
部
会
長
の
平
山
聡
司
君
が
中
心
と
な
り
東
京
で
の
開
催
が
決

ま
っ
て
い
る
。
我
々
も
さ
ら
に
年
を
重
ね
て
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
身
に
何
が
起
こ

る
か
想
像
し
た
く
も
な
い
が
、
次
回
開
催
予
定
の
70
歳
の
時
に
も
元
気
な
姿
で
皆

と
顔
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
や
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
冗
談
交
じ
り
に
語
り

合
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
別
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
年
幹
事　

新
井
田 

有
耕(

高
29
回)

　

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
延
期
し
て
い
た
高
校
32
回
卒
の
同
窓
会
を
令
和

６
年
11
月
９
日
、
会
津
若
松
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
パ
レ
ス
に
て
、
46

名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
人
に
よ
っ
て
は
、
45
年
ぶ

り
の
再
会
と
な
っ
た
。
往
年
の
さ
わ
や
か
な
面
影
は
、
す
っ
か
り
初

老
の
男
性
の
趣
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
名
札
を
見
な
い
と
誰
が
誰

だ
か
わ
か
ら
な
い
始
末
、
そ
れ
で
も
、
名
札
に
は
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

の
顔
写
真
を
印
刷
し
た
の
で
、
お
互
い
そ
の
変
貌
に
驚
く
事
態
と

な
っ
た
。

　

二
次
会
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
少
な
い
持
ち
時
間
で
は
あ
っ

た
が
、
全
員
が
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

歩
ん
だ
人
生
劇
場
を
聞

き
、
感
無
量
で
あ
っ
た
。

終
わ
っ
て
み
る
と
束
の

間
の
宴
で
は
あ
っ
た

が
、
少
し
だ
け
で
も
人

生
の
彩
に
な
っ
た
か
と

思
う
。
最
後
に
参
加
者

の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
ス

ラ
イ
ド
上
映
し
、
凱
旋

歌
を
唱
和
し
て
、
散
会

し
た
。

　

今
後
は
、
幹
事
持
ち

回
り
で
小
旅
行
を
企
画

し
て
、
細
く
長
く
、
交

流
を
続
け
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

     

学
年
幹
事　
　

        

鈴
木
伸
康

　
　
　
　
（
高
32
回
）

 
そ
の
他
報
告 

令和 6 年会津高等学校 29 回生同級会総会

高
校
32
回
卒　

　
　
　
還
暦
の
同
窓
会
を
開
催

8 年ぶりに再会した高８回生。
前列左から：長岡寛孝／畠山敏輝／平山　昇／片山　栄／平石　崇／保志正之
後列左から：千葉　宏／武藤善一／堀津美智子／小椋　厚／櫻井孝男／大関　博 　

令
和
６
年
10
月
１
日
、
市
内
「
水
林
」
に
て

『
米
寿
の
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
周
辺

か
ら
９
人
、
東
京
か
ら
３
人
計
12
人
の
集
い
で

し
た
。皆
さ
ん
夫
々
高
齢
者
特
有
の
持
病
や
脚
・

腰
・
目
・
耳
の
不
自
由
さ
を
語
り
合
い
な
が
ら

も
、
８
年
ぶ
り
の
再
会
で
な
つ
か
し
い
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
夕
食
と
美
酒
に
酔

い
２
年
後
の
『
卒
寿
の
会
』
で
の
再
会
を
期
待

し
合
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

　
　
学
年
幹
事　

　
　
　
武
藤
善
一・千
葉　
宏(

高
８
回)

高
８
回
生
、『
米
寿
の
会
』を
開
催
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令
和
７
年
３
月
22
日
18
時
よ
り
Ａ
ｉ
Ｃ
Ｔ
交
流
棟
ホ
ー
ル

に
て
還
暦
を
記
念
し
て
の
同
級
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
催

に
向
け
代
表
幹
事
の
若
林
君
を
筆
頭
に
地
元
実
行
委
員
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
て
皆
で
の
呼
び
か
け
で
80
名
の
返
信
、
36
名

の
参
加
を
得
ま
し
た
。
こ
の
会
の
為
だ
け
に
県
内
は
じ
め
、

関
東
地
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

平
田
裕
司
君
の
司
会
の
も
と
亡
く
な
っ
た
同
級
生
に
黙
祷

を
捧
げ
た
の
ち
校
歌
斉
唱
で
幕
を
開
け
、
参
加
呼
び
か
け
に

尽
力
し
て
く
れ
た
星
英
人
君
の
乾
杯
発
声
で
宴
会
が
ス
タ
ー

ト
、
容
姿
体
型
が
互
い
に
若
干
変
わ
っ
て
は
い
て
も
、
42
年

ぶ
り
の
再
会
で
あ
っ
て
も
あ
っ
と
い
う
間
に
高
校
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
と
い
っ
た
感
じ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
近
況
報
告
と
い
う
こ
と
で
、
60
歳
に
し
て
は
じ
め
て
父

親
に
な
っ
た
と
い
う
養
蜂
家
の
松
本
高
明
君
の
「
ロ
ー
ヤ
ル

ゼ
リ
ー
の
お
か
げ
で
す
」
発
言
に
は
一
同
恐
れ
入
り
ま
し
た

の
拍
手
で
祝
福
し
ま
し
た
。
ま
た
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て

来
若
が
叶
わ
な
か
っ
た
同
級
生
と
テ
レ
ビ
電
話
で
繋
ぎ
近
況

報
告
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
趣
向
も
あ
り
ま
し
た
。

　

宴
は
元
応
援
団
長
星
賢
一
君
の
指
揮
、
佐
藤
銀
四
郎
君
の

リ
ー
ド
で
「
切
ら
れ
る
」

こ
と
な
く
凱
旋
歌
で
仕
上

げ
、
互
い
の
健
康
を
祈
念

し
再
会
を
誓
い
つ
つ
岩
渕

真
澄
君
の
音
頭
で
中
締
め

と
な
り
ま
し
た
。
一
同
互

い
に
元
気
を
も
ら
い
、
場

所
を
変
え
会
津
の
長
い
夜

を
満
喫
し
た
の
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
び
に
今
回
の
高
三
五

会
開
催
に
際
し
ご
協
力
い

た
だ
い
た
あ
ゆ
むcafé

の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
実
行
委

員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
報
告
と
い
た
し

ま
す
。

　
学
年
連
絡
幹
事

　
竹
内
俊
勝（
高
35
回
）

　

高
75
回
の
卒
業
生

の
皆
様
が
令
和
７
年

３
月
27
日
に
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
中
の
島
で
同

窓
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
際
に

出
席
者
の
皆
様
か
ら

募
り
、
同
窓
会
事
務

局
へ
２
万
円
を
ご
寄

付
く
だ
さ
い
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

　

参
加
者
数
は
83

名
。
当
時
の
担
任
の

先
生
を
招
い
て
、
非

常
に
盛
会
だ
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
若
き

同
窓
生
の
温
か
い
ご

厚
意
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す　

　
代　
筆

　
星　
宏
（
高
35
回
）

還
暦
記
念
「
高た

か
さ
ご
か
い

三
五
会
」
開
催

恩
師
を
招
き
、高
75
回
生
が

　
　
　
　
初
の
同
窓
会
を
開
催

ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
広
告
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
50
音
順
）
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私 たちは 食 文 化 の 向 上 に
貢 献します ‼

代表取締役会長　山口 豪志 （高11回）
代表取締役社長　山口 耕平 （高43回）

会 津 若 松 市インター 西 5 0 番 地
TEL　(0242)22-0148<代>

代表取締役

耶麻郡磐梯町大字磐梯字金上壇2568
TEL　0242-73-2002

（高34回）桑原 大

社
是

「
和
醸
良
酒
」

磐梯酒造株式会社

since1919

https://aizunuri-fukunishi.co.jp

〒９６５-００４２　
会津若松市大町１丁目１番４５号

TEL  ０２４２-２７-０８４５
 FAX ０２４２-２８-５３７３

代表取締役会長　福西惣兵衛（高２回）
代表取締役社長　福西　正樹（高３２回）

店舗名「福西漆器店」

ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
広
告
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
50
音
順
）
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本
名
正
二
氏（
高
16
回
）、

　
　
　
　
　
　
母
校
に
絵
画
と
写
真
を
寄
贈

　

令
和
７
年
６
月
19
日
、
会
津
高
校
に
て
初
代
東

京
帝
国
大
学
総
長
・
山
川
健
次
郎
先
生
の
曾
孫

で
あ
る
木
下
健
さ
ん

(

東
大
名
誉
教
授)

が
来
校
し
、
特
別
講

義
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
21

世
紀
の
社
会
に
求

め
ら
れ
る
健
次
郎
３

原
則
」。
山
川
健
次

郎
先
生
が
志
し
た
精

神
を
、
会
津
の
若
者

た
ち
に
伝
え
た
い
！

と
い
う
情
熱
を
も
っ

て
、
現
役
生
た
ち
の

前
で
熱
弁
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会高同窓生、注目！！

同
窓
生
通
信

　

元(

株
）
プ
ロ
ン
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
取
締
役
社
長
・
高

16
回
卒
の
本
名
正
二
さ
ん
が
母

校
に
絵
画
・
伊
東
深
水
「
指
」

と
、
会
津
高
校
剣
舞
委
員
会
に

よ
る
奉
納
舞
の
写
真
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

受
け
令
和
７
年
４
月
14
日
、
校

長
室
に
て
遠
藤
校
長
か
ら
本
名

さ
ん
へ
感
謝
状
の
贈
呈
と
、
地

元
新
聞
社
の
取
材
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

剣
舞
委
員
の
奉
納
舞
の
画
像

は
作
家
、
中
村
彰
彦
著
「
会
津

武
士
道
」
の
表
紙
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
本
屋
さ
ん
で
見
か
け

た
際
に
は
是
非
、
購
入
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
！

（右）大会議室で講義を行う木下さん
（左）会津高校敷地内に建つ山川健次郎像の前で
　　　記念写撮影

遠藤校長より感謝状が贈呈された

（右）写真が使用された書籍「会津武士道」
（左）本名さんより寄贈された絵画と剣舞奉納の写真

創
立
１
３
５
周
年
同
窓
会
名
簿　

　
　
　
限
定
販
売
の
ご
案
内

　

こ
の
た
び
、
創
立
１
３
５
周
年
を
記

念
し
、
福
島
県
立
会
津
高
等
学
校
同
窓

会
名
簿
が
令
和
７
年
６
月
に
発
刊
さ
れ

ま
し
た
。
10
年
ぶ
り
の
名
簿
発
行
と
な

り
ま
す
。

　

今
回
、
名
簿
を
ご
注
文
さ
れ
な
か
っ

た
方
を
対
象
に
限
定
１
０
０
冊
を
販
売

い
た
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、「
会
津
高
等
学
校

同
窓
会
お
問
い
合
わ
せ
」
よ
り
メ
ー
ル

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
山
川
健
次
郎
氏 

の
曾
孫
・

   

木
下 

健
氏  

、特
別
講
義
で
熱
弁

※お支払いいただいた代金は、同窓会の  
　協賛金として取り扱わせていただきます。

※例年の協賛金協力者としての会報掲載　
　は対象外となりますので、あらかじめ
　ご了承ください。

《価　格》１冊  5,000 円
《送　料》発送をご希望の方は
                 別途 1,000 円
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時
下　

ま
す
ま
す
の
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

同
級
生
の
皆
様
に
は
、
本
会
の
た
め
に
日
頃
か
ら
ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
会
津
高
校
同
窓
会
は
、
平
成
十
七
年
度
総
会
に
お
い
て
「
年
次
協
賛
金
」
が
承
認
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度

よ
り
そ
れ
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
同
窓
生
皆
様
の
相
互
親
睦
、
母
校
賛
助
、
後
輩
育
成

支
援
等
へ
の
熱
意
実
現
の
た
め
、
左
記
に
よ
っ
て
「
協
賛
金
」
を
年
次
お
願
い
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
の
皆
様
並
び
に
有
志
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
出
費
多
端
の
折
か
ら
甚
だ
恐
縮
に

存
じ
ま
す
が
、
協
賛
金
の
ご
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
芳
志
を
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

一
、
協
賛
金
の
こ
と

　
　

① 

名　
　
　

称　
　

会
津
高
等
学
校
同
窓
会
年
次
協
賛
金
と
称
す
る
。

　
　

② 

目
的
・
用
途　
　

同
窓
会
運
営
の
た
め
一
般
会
計
資
金
と
す
る
。

　
　

③ 

協 

賛 

金 

額　

   

金
二
〇
〇
〇
円
程
度（
金
一
〇
〇
〇
円
で
も
可
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
を
超
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
可
。）

　
　

④ 

納
入
期
間　

 

毎
年
七
月
一
日
か
ら
翌
年
六
月
三
十
日
ま
で
を
会
計
年
度
と
す
る
。
通
年
受
理
す
る
。

　
　

⑤ 

協
賛
者
名
簿　

 

直
近
の
同
窓
会
報
に
協
賛
者
各
位
の
氏
名
を
登
載
す
る
。

　
　

⑥ 

納
入
方
法　

 

所
定
の
ゆ
う
ち
ょ
振
込
取
扱
票
（
振
込
料
金
加
入
者
負
担
）を
使
用
す
る
。

　
　
　

        

口
座
番
号　

０
２
２
３
０
ー
２
ー
５
０
２
３
０

　
　
　

        

加
入
者
名　

会
津
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
　

        

振 

込 

者　

自
分
の
卒
業
回
次
・
氏
名
・
住
所
を
記
入

　
　

⑦ 

会
報
送
付　

  

振
込
者
に
は
振
込
時
会
計
年
度
の
同
窓
会
報
を
送
付
。

※
追
記　

ゆ
う
ち
ょ
払
込
取
扱
票
を
現
金
で
支
払
う
場
合
に
必
要
だ
っ
た
一
一
〇
円
／
件
の
加
算
料
金
は
、

　

二
〇
二
四
年
一
月
に
廃
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
取
扱
時
に
協
賛
金
よ
り
一
一
〇
円
を
差
し
引
い
て

　

頂
く
必
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

（
お
問
合
せ
先
）
会
津
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局
担
当
者

　
　

      　
 

〒
965
ー

0831　

会
津
若
松
市
表
町
３
番
１
号　
　

    (

Ｆ
Ａ
Ｘ)

０
２
４
２
ー
２
８
ー
６
６
８
０

            
同
窓
会
幹
事
長　

星　

宏　

（
雑
貨
佳
趣
）

　
　
　
　
　

 
〒

965
ー

0007　

会
津
若
松
市
飯
盛
三
丁
目
一
五
ー
六
〇(

Ｆ
Ａ
Ｘ)

０
２
４
２
ー
２
７
ー
８
９
２
０

　
　

令
和
七
年　

九
月

会
員
各
位

有
志
各
位

　

会
津
高
等
学
校
同
窓
会
へ
の

会
津
高
等
学
校
同
窓
会
へ
の

　
　
　

　
　
　

    

協
賛
金
お
願
い
趣
意
書

協
賛
金
お
願
い
趣
意
書

会
津
高
等
学
校
同
窓
会
長

　
　
　
林　
　

健
幸

　

黒
板
と
チ
ョ
ー
ク
に
無
縁
な
人
は
ま
ず
い
な

い
。
誰
も
が
学
生
時
代
、
黒
板
で
問
題
を
解
か

さ
れ
た
り
、
戯
れ
で
落
書
き
を
描
い
た
り
し
た

経
験
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
黒
板
と
チ
ョ
ー

ク
を
使
っ
た
現
代
ア
ー
ト
が
「
黒
板
ア
ー
ト
」

で
あ
る
。
カ
ラ
フ
ル
な
ア
ー
ト
チ
ョ
ー
ク
を
用

い
、
黒
板
に
ア
ー
ト
作
品
を
描
く
チ
ー
ム
競
技

で
あ
る
。
主
催
は
黒
板
メ
ー
カ
ー
の
日
学
株
式

会
社
。「
日
学
・
黒
板
ア
ー
ト
甲
子
園
」
は
、

全
国
の
中
学
＆
高
校
美
術
部
の
猛
者
た
ち
が
鎬

を
削
る
毎
年
恒
例
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し

た
。
見
栄
え
が
よ
く
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
黒
板

ア
ー
ト
は
全
国
的
に
注
目
度
が
高
く
、
毎
年
秋

の
結
果
発
表
は
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
紙

面
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
る
。

　

私
は
指
導
者
と
し
て
、
前
任
校
で
最
優
秀

賞
（
全
国
１
位
）
を
始
め
、
連
続
上
位
受
賞
を

果
た
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
実
績
に
ひ
と
区
切

り
つ
け
る
決
断
を
し
、
令
和
６
年
、
母
校
で
ゼ

ロ
か
ら
黒
板
ア
ー
ト
の
指
導
を
し
よ
う
と
考
え

た
。
そ
も
そ
も
美
術
室
に
は
黒
板
が
な
い
。
頼

ん
で
も
黒
板
の
あ
る
教
室
は
も
ら
え
な
い
。
事

務
部
の
お
力
で
よ
う
や
く
新
し
い
黒
板
を
買
っ

て
も
ら
い
、
美
術
室
の
片
隅
に
設
置
し
た
。
ゼ

ロ
か
ら
ど
こ
ろ
か
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
さ
す
が
は
会
津
高
校
の

強
者
、
部
員
た
ち
は
初
め
て
握
っ
た
ア
ー
ト

チ
ョ
ー
ク
で
初
参
加
・
初
受
賞
を
果
た
し
た
。

会
高
美
術
部
が
ど
こ
ま
で
育
つ
か
わ
か
ら
な
い

が
、
顧
問
の
私
が
美
術
家
と
し
て
現
役
で
在
り

続
け
れ
ば
、
自
ず
と
生
徒
た
ち
は
育
つ
と
信
じ

て
い
る
。
私
の
恩
師
が
そ
う
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

会
津
高
校
の
正
面
玄
関
を
入
る
と
、
南
側
の

壁
に
大
き
な
油
絵
が
２
枚
飾
っ
て
あ
る
。
私
の

恩
師
・
室
井
皆
共
先
生
（
中
54
回
）
の
作
品
で

あ
る
。
高
２
の
秋
か
ら
中
途
入
部
し
た
無
気
力

な
私
を
美
術
の
道
に
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
が

室
井
先
生
だ
っ
た
。
好
々
爺
然
と
し
た
室
井
先

生
は
、
勤
務
時
間
が
終
了
す
る
や
否
や
、「
ん

じ
ゃ
な
！
」
と
自
転
車
を
漕
い
で
家
路
に
就
か

れ
た
。
先
生
は
早
く
晩
酌
が
し
た
か
っ
た
の
で

あ
る
。
一
方
で
室
井
先
生
は
油
彩
画
の
名
匠
で

あ
り
、
豪
胆
か
つ
滋
味
深
い
筆
致
で
描
か
れ
た

作
品
群
に
は
、
先
生
の
お
人
柄
が
よ
く
滲
み
出

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
室
井
先
生
は
部
員
た
ち

か
ら
親
し
ま
れ
、
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。
私
は
恩

師
か
ら
、
会
高
美
術
保
守
本
流
の
襷
を
受
け
継

い
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
美
術
部　

　
　
　
　
　
顧
問　

丸
山
弘
樹
（
高
38
回
）

【
作
品
解
説
】
黒
板
ア
ー
ト
で
は
、
光
の
方
向

性
や
、
細
密
性
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
描
き
ま

し
た
。
ま
た
鳥
の
目
の
光
沢
や
、
羽
毛
の
柔
軟

な
質
感
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
チ
ョ
ー
ク
を
動

か
し
ま
し
た
。
細
部
に
気
を
使
い
つ
つ
、
広
範

な
構
図
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
逐
一
気
を
付
け
て
作

品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。
部
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
い
く
つ
か
の
難
点
も
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
部
長　
３
年　

小
滝
唯
人

恩師から受け継ぐ襷。黒板アートで母校に新しい風を。

日学 黒板アート甲子園 2024　北海道・東北ブロックエリア賞を受賞した作品
タイトル「明日 ( あす ) への光」

　
黒
板
ア
ー
ト
と
会
高
、

　
　
　
　
　
恩
師
の
思
い
出


